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１．立命館大学学生ジョブコーチ 

 立命館大学では人間科学研究所の研究プロジェクトに

おける研究、また対人援助学の大学院生・大学生に対す

る教育方法を検討する一つのフィールドとして学生ジョ

ブコーチの実践を行っている。学生ジョブコーチは、本

来は専門の職制であるジョブコーチの役割を、大学院

生・大学生が、教員のスーパーヴィジョンのもとで、特

別支援学校、福祉施設、企業と連携しながら行う実践で

ある。一般のジョブコーチとの大きな違いは、援助・援

護・教授の各活動の経過について定量的記録を行い、そ

の記録をもとにした情報提供を関係セクターに提供し続

けることにある。 
２．学生ジョブコーチの二つの軸 

 学生ジョブコーチの一つの軸は、応用行動分析学であ

る。応用行動分析に基づく支援の具体的技術（課題分析、

プロンプト、強化など）を適応することと、対象者の行

動についての記録のみならず、支援者自身の行動・支援

の在り方についても記録を行い、常に再帰的に支援の効

果について考え、表現することが求められる。両者は一

体のものであることを、実践を通じて学んでいく。 
 もう一つの軸が対人援助学実践の援助・援護・教授と

いう機能連環である（図）。 
 
 
 
 
 
 

 

 

３．現在進行中の実践と参加セクター 

 現在、学生ジョブコーチは町家を利用した宿泊施設（企

業、対象者の就労場）、福祉施設（対象者の所属先）と連

携して就労支援を行っている。企業は、町家を活用する

ことによる保全活動を目指し、地域貢献として清掃作業

を障害者の就労の場に提供した。福祉施設は、働く場の

拡充を図ることができる。もちろん清掃作業自体は水準

以上の完成度が必要となる。そこで大学と連携すること

で支援の充実を期待することができる。大学は、現場で

学生が対人援助実践を行うことができる、そして取り組

みを通じて社会に対して、新しい就労支援の形を発信す

ることが可能となる。 
４．援助・援護・教授の連環作業 

 山口ら（2010）の実践を通じて援助・援護・教授の連
環について考える。まず振り返りシートや振り返りの機

会の導入といった環境設定により、清掃作業の自立や完

成を図った（援助）。この環境設定を企業と福祉施設に依

頼して実現した（援護）。そしてその環境設定のもと、対

象者に、自分の仕事を振り返ること、工夫を表現するこ

と、清掃作業を十全に行うことの指導を行った（教授）。 
 この連環は三者の参加セクターが連携して初めて成立

するものである。では連携を支える共通言語は何か？学

生ジョブコーチは、それを応用行動分析に基づく支援の

記録であると考える。この記録は対象者の「できる」の

表現である。「できる」とは、環境から独立した単独の能

力を言うのではない。どのような環境設定＝援助のもと

で当該の行動が成立し得るのか、という情報が重要とな

る。先の例でいえば、振り返りシートや振り返りの機会

という設定のもとで、作業ができ、工夫を表現できると

いった情報である。 
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